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モゲラたた記
～南極中継放送にいたるまで～
柳 川 喜 郎
ミモグラたたき.といっても,年配の方には説明が必
要だろう.ゲーム ・センターなどにあるたわいもない遊
戯機で,5～6個 の穴から次々と顔を出すバネ仕掛けの
モグラを木のハンマーでたた く.たたかれたモグラはキ
ューと音を出して穴にひっこむが,次 々とすばやく顔を
出したりひっこんだりするので,頭 をたたきつづけるこ
とはとても難かしい.どの穴から次にモグラがとびでて
くるのかもわからないので,空 振 りすることもあって,
結構すばやい反射神経を要求される.
「南極から世界初のテレビ中継をしたらど うだ ろ う
か」 という極地研の村山次長と私の雑談の中から生れた
南極中継のプロジェク トがNHKに 発足して中継が完了
するまでの2年間,こ のモグラたたきがわれわれプロジ
ェクトの面々の一種の流行語になっていた,
その意味するところは,次 から次へと難問が湧出し,
その解決のためモグラたたきゲームのように奔命せ ざる
をえない.と いうものである.なにか一寸した新しいこ
とをやろうとすれば,とか く問題点が続出す る もの だ
が,南 極中継 も例外ではなく.頭の痛い難問がっづき,
まさに:モ グラたたきミの2年 であった.
2年間に出没した大小のモグラは数かぎりないが,初
期に出現した大モグラは,衛生通信の地球局をいかに確
保す るかであった.国 内にはメーカーにも手もちの地球
局はなく,買い取 りを前提に製作を発注すれば巨費がか
かる.ア メリカにレンタル用の地球局があることがわか
ったが,日本の放送局が日本の昭和基地から宇宙中継を
試みるのに外国製のハー ドを使用したのではさまになら
ない.こ のため一時は,企 画自体がおクラ入 りになりか
けたが,幸 いNECか らのレンタルが決 り.あや うく退
勢を挽回することができた.
中継オペ レーションで最大の難関は地球局資材の輸送
であった.ヘ リコプター輸送は1回 当 り2トン以内,キ
ャビン内に収納できるもの という制約で,技 術的問題の
解決を迫られた.これは技術陣の苦心の結果,直 経10メ
ー トルのパラボラ ・アンテナの部品を細分化 す る こ と
で,や っと解決した,
取材班の人数もかなり難航した.も し,国内で同規模
の中継プロジェク トを実施しようとすれば,少 なくとも
30人位のマン ・パワーを必要とするだろ うが,tふ じミ
や昭和基地の収容能力からみて,と てもできぬ相談であ
った.南極本部や防衛庁の好意で11名まで認めていただ
いた.しか し,第19次航海から帰った田辺艦長が 「人数
が多すぎて責任をもちかねる」 と難色を示し,またもや
悶着モグラの出現である.一徹な艦長を相手に交渉は長
びいた.ふ じの東京出港前日,眼の手術で入院中の私を
見舞ってくれた田辺艦長は 「いったん決った以上は全力
をっ くします」といって去っていった.私 は彼の広い背
中に武人らしさを感 じた.そ して,彼は言葉どお りや り
とげてくれた.
ソフト面の問題 も多かった.NHK内 部ですら 「氷原
に電柱一本たてたって,い ったいどんな番組ができるの
か」と,番組内容に危 ぐをもつ向きが 強 か った.「 い
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や.ペ ンギンを撮すだけでも20分や30分は楽にもつ」 と
説得に走りまわらなければならなかった.結 果は御覧の
通 りで,全放送終了直後には 「なぜもっと放送しないの
か」 と視聴者からの電話が殺到したほどである,
ハー ド面の準備がおおむね整った段階で,昭和基地に
地球局を建設し放送を実施することについて,法的疑義
が政府筋から示されたことはわれわれにとって青天のヘ
キレキ,コ ンクリー ト床からモグラが出てきたようなも
のだった,
疑義の趣旨は 「昭和基地の地球局に国内法による免許
を与えることは,領土権の存在を前提とした主権の発動
と考えられる.日本は南極に領土権を主張して い な い
し,他国の領土権主張も否認している.従 って地球局の
建設,免許はできないのではないか」という もの で あ
る,プ ロジェクトの根幹をゆるがす大問題であった.計
画の大詰めで突如出現した大モグラをたたくのに2週間
がついやされた.
コンピューターにかけたわけではないが,私 自身は今
度の中継プロジェクト成功の可能性は.97%～98%とみ
ていた.で は,失敗の可能性2～3%は 何であったか.
それは氷状 と天候であった.南 極の氷状と天候という最
後の巨大モグラはいくら手をのばしてもたたくことはで
きない.
ふ じの氷緩着までは順調だったが,そ の後1週 間,悪
天候がつづいた.年 末から年始にかけての平年の天気か
らみて予想外の悪さだった.1月4日 もブリザー ドがっ
ついた.「 まだあまり焦ってはいない」 という勝部団長
の声だが,マ リサ ット電話は相手の息づかいがわかるほ
ど状態が良いので,声 にはやや焦 りの様子が うか が え
た.「 この分では放送延期もやむなしか」 と不吉な思い
が,私 の脳裏をかすめた.そ れだけに翌5日.空 輸が開
始され,一 気に全器材の輸送が完了したという連絡をう
けたときは,思 わず拍手で快哉を叫んだ.
それからはすぺてが順調だった.最後の難関.地球局
の撤収も無事完了した.作 業完了の翌日から大ブリザー
ドが吹きはじめ,1週 間余 りも荒れ狂うという運の強さ
(観測隊員やふじにとっては人迷惑だったが)で あ っ
た.か くしてオペレーションはパーフェクト・ゲームで
終った,や は り南極にはモグラは棲んでいなかった.
数多 くの大小のモグラが出没するなかで一貫して暖か
い 目で見守ってくださった歴代文部大臣や茅誠司先生を
はじめ南極本部の関係者,永 田武先生ら極地 研 の 皆 さ
ん,防 衛庁の方々,それに現地で文字どお り献身的な協
力をいただいた観測隊員,ふ じの乗組員の皆さんに紙上
をかりて厚 く御礼を申しあげます.ほ んとうにありがと
うございました.
最後に私事ですが,南 極出発直前に突然,網 膜剥離に
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襲われて南極行きをブイにし,ミ手があまリ モグラた
たきが 目をたたきミと詠嘆した私の右眼 も,おかげさ
まで間もなく眼帯がとれそうです.
(筆者:NHK報 道局勤務)
南極観測隊便り
一第20次越冬隊の近況一
2月1日第19次隊より第20次隊に実質的に運営を交代
された昭和基地は,8日 から9日 にかけて2月 としては
最大級のブリザード(最大風速44.8m)に見舞われた.
このブリザー ドの為 オングル海峡の海氷上の滑走路に
係留しておいたセスナ機のステイアンカーの一部がはず
れ,機 体は風にあおられて左主翼 と左水平尾翼が雪面に
打ちつけられ破損 してしまった.また,こ の故障は現地
では修復不可能 とわかり.残念ながら20次での越冬運航
を断念,機 体はふじに持帰 り,航空担当の山根,堀 越両
隊員は夏隊に編入し,帰国させることとなった.
1月18日に30mタワーを建て,準備を急いでいたみず
ほ基地における気水圏(POLEX)観 測は,タ ワー上
の観測器から新たに雪洞内に建てたPOLEX棟 への配
線等の作業も順調に進み,2月20日から約60項目にわた
る観測記録が順調に行われるようにな り,これでみずほ
基地での気水圏観測は完全に軌道に乗ったことになる.
すでに一部の観測値の解析も始められてお り,非常に興
味深いデータが得られている.
第19次越冬隊 と第20次夏隊が昭和基地を去って1か 月
余 り,夏期オペレーションも一段落すると,つわもの揃
いの隊員達 もホームシックに陥 りがちとなる.し かし,
この病気 もみずほ基地への秋旅行の準備の為,基 地全体
が活気づ くことで吹き飛んでしまう.
今回の旅行では,み ずほ基地の人員交替と同基地越冬
に必要な燃料,食 料等の物資補給を主目的 とし,途中M
50地点でのモレーン調査,無 人観測点Alのチ ェ ック,
そして,冬 明けに行われる予定の 「やまと・ベルジカ旅
行」に必要な燃料のデポ等を行 う予定である.
当初予定されていた4月5日 の出発は悪天の為,翌6
日に延期されたが,矢 内リーダ以下10名の旅行隊は.前
リーダ以下5隊 員の待つみずほ基地へと全員元気に昭和
基地を後にした.
同旅行隊の木内,吉 田両隊員が,現在みずほ基地滞在
中の前,五 十嵐,重 松の3隊 員と交替する為.冬 明けま
での同基地の運営は木内,和 田,山 ノ内.吉 田の4名 で
行われることになる.なお,同旅行隊は5月2日 には全
日程を終え,昭和基地へ帰投する予定である.
日本では桜の花も散 り,春から初夏へと活動の時期に
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向 う頃,南 極は秋から冬へと向って駆け足を始める.こ
こには野山を うめつ くす紅葉の美しさはないが,日 増し
に華やかさを増すオーロラの乱舞は,そ れに優るとも劣
らないものである,
昭和基地の主 となり2か月ともなると,各隊員共,南
極での生活のペースにも慣れる頃である.各部門の順調
な経過を報告する隊員達の電文の中には,一 様の余裕が
感 じられるようになった.
一算19次越冬隊帰国一
第19次南極地域観測隊越冬隊(平沢威男越冬隊長ほか
29名)は3月20日15時10分小雨に煙る成田国際空港に1
年4か 月ぶりに帰国した.留守家族,関 係者等多数の出
迎えをうけた越冬隊員は,全 員元気一杯留守家族や関係
者とあいさつを交しながら久 しぶ りに故国の空気を満喫
していた.
第19次越冬隊は,国際磁気圏観測計画(IMS)の 最
終年 として,昭和基地,みずほ基地及び無人観測点を中
心に,超 高層観測に重点を置いた観測が行われ,と くに
昭和基地においては,第19次隊の重点計画とした6機 の
ロケット観測を全て成功裡に終了し,南 極におけるロケ
ット打ち上げの記録を第11次隊以来計42機と延ばした.
みずほ基地では,4名 の隊員が交代で越冬観測を実施
(1名通年越冬)　VLF帯 自然電波,電 離層吸収,地 磁
気3成 分などの超高層観測を昭和基地,無 人観測点と並
行して行った.
また,NHKの 南極からの生中継放送に対して,第20
次隊の出発以前から支援を行い生中継放送の成功に第20
次隊と共に貢献 した,
第19次越冬隊が成果を収めた貴重な観測データは,4
月20日に帰国する観測船 「ふ じ」で持ち帰られる.
一第21次観測隊隊員候補者の冬期訓練一
策21次南極地域観測隊隊員候補者の冬期訓練は,3月
6日(火)か ら10日(土)まで,長 野県乗鞍岳中腹の位
ケ原山荘を中心として,村 山雅美次長を訓練隊長に総勢
49名(隊員候補者32名)が参加して行われた.
この訓練は南極地域観測隊員として必要な雪中の各種
訓練を主な目的とするもので,訓 練内容としては,レ ス
キュー訓練,幕 営訓練,ハ ンドベア リングコンパスを使
用してのルート工作訓練,雪 洞訓練,ア イゼンワーク訓
練,ス キー訓練等の多彩な項 目であったが,経 験者も未
経験者も一丸となり各課題に真剣に取 り組んでいた.
幸い天候も訓練項 目に合わせたかのように,晴 れ た
り,くもった り,吹ぶいた りして訓練効果を 高 め て く
れ,こ れらの訓練を通じて隊員の心構えの体得や観測隊
としてのチームワーク作 りにも大いに成果があった.
きびしい訓練であったが,隊 員候補者の前向きの姿勢
と情熱により所期の目的を十二分}こ果すことができた.
なお,隊 員候補者は,身 体検査等を経て6月 末に開催
予定の南極地域観測統合推進本部総会において隊員決定
が行われる予定である.
一チ リ南極観測隊に参加 して一
神 田 啓 史
昭和53年度交換科学者としてチ リ南極観測 隊 に 参 加
し,1月17日から約1か 月間,サ ウスシェトラソド諸島
の北端にあるキングジ ョージ島において,調査研究,南
極事業の視察に従事した.
12月15日,サンチャゴに着 くとす ぐに,南 極の地衣類
の研究を長年続けているチリ大学のレドン教授を訪ねて
バルパライソに向った.こ こにはキングジョージ島付近
より得られた地衣 ・蔀苔類の標本庫があ り,その同定研
究を通して南極の野外調査に備えた.レ ドン教授からパ
タゴニア,キ ングジョージ島,デ セプション島の植生の
説明を受ける一方,私 は東南極の植生概況を紹介し,両
地域の差違にっいて興味ある議論をした.
サンチャゴにあるチリ南極研究所は外務省に属し,所
長 ロルカはコマンダーでもあり,ほ とんどの上級管理者
は軍出身である.こ こで南極行きが約2週 間遅れること
を知らされる.生物の客員教授バレンシアと地学のゴン
ザレス教授の指示をあおぎ,日程の変更 と新計画の作成
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70'
ヲツXリー ノ島
にとりかかる.ひ とまずブエル トモントとプンタアレナ
スでの調査を組み入れた.
南極研究所の打ち合せが済み次第,私 はJARE-19
に参加したホピアノ教授をコンセプションに訪ねた.彼
は今回,チ リ基地へ夏隣として参加する1人であ り,船
上と南極では,私 のために適切な指示 と細かな心づかい
をしていただいた,また,コ ンセプション市街では彼が
自ら操縦するセスナに乗せてもらい,植 生 と街並の景観
を楽しんだ.他 に,レ ターメル教授が案内して くれたバ
イアコリゥモにある,マ リンステーションの見学 と,マ
ルチコレナ教授を通 してパタゴニア産の植物標本を拝見
することができた.
12月31日,パタゴニア研究所のピサーノ博士を訪ねて
ブンタアレナスに飛んだ.彼 は60歳を越える老研究者で
あったが,新 春早々にもかかわらず,私 の訪問を喜こん
で歓迎してくれた.車 の手配など多大な便宜を計ってく
れたため,10数か所の地点で調査採集でき,南極との比
較の上で極めて貴重なサンプルを得た.ブ ンタアレナス
の1週 間の調査を終え,次 の予定地プエル トモントに向
う.ち ょうど居合せたオランダのザンテン教授 と一緒に
バルパライソか ら何とバスで19時間の道程を行 くことに
なった,富士山にうり二つのボルカノオソルノのあるペ
トロウエーでは,予期 していなかったモッシィフォーリ
ス トでの採集ができた.ニ ューギニアやニュー ジ ラ ン
ド,さらに亜南極のコケの分布を研究しているザンテン
教授はこの森が最も気に入っていたようだ.ほ ぼこの時
期に.南極行きが正式に1月15日の早朝ときまり,私は
2日間で調査を打ち切 り再びサンチャゴへ向った.
陸上植物班のチーフであるレドン教授が過労で参加を
さらにサンチャゴから飛びたった観測隊の乗る
軍用機がエンジンの故障で途中のプエル トモントに着陸
するなどの事故が相継ぎ,船は予定より2日遅れてブン
タアレナスから出航となった.チ リ南極観測は今年で33
回を数えるが,研 究者はすべて夏隊で,軍 が越冬隊を受
持っている.デ ンマーク製3600トンの軍艦アキーレスは
1昨年,ピ ノチエ大統領が乗船して南極へ向った経験が
.・～ ノ4
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あ り,乗 り心地はよい,他 に数百 トンの随伴船イエルチ
ョを従えている.乗員の構成は研究者13名(陸上植物班
4,潮間帯生物班5,通 信班3,地 震1),南 極研究所
3名(所長以下2),ジ ャーナ リス ト3名(チ リ,イタ
リア,中 国),越冬隊軍人60名そしてコマンダーの子息
令嬢若干名である.た だし,夏隊のメンバーにはアキー
レスが1度 プンタアレナスに引き返しているので帰 りの
数には変更がある.
私の参加 した陸上植物班は,チ リ大学の3人 の若い地
衣類を専攻する研究者からなっている.1月23日から20
日間,キ ングジョージ島のプレジデン トフレイ基地より
10㎞離れたポター湾にベースをとった.調査内容は薄書
地衣類の分類生態を中心に,淡水 ・海産藻類の採集,昆
虫,ダ ニ類の採集,土壌微生物の採集,さ らに ペ ン ギ
ン,ペ トレルルッカリーの観察,ア ザラシ,オ ッ トセ
イ,海 鳥の目視観察など手広い調査を手がけた.
2月5日,ト ーマス岬にあるポーラン ドの基地アーク
トフスキーを訪れた.こ の基地はオキアミを中心 とする
海洋生物学の諸施設をもって2年 前に設置された.夏 隊
長スースチェフスキー教授と会い,海 洋資源に関する話
を聞く.他に西 ドイツ,ニ ュージラソ ドより海洋生物専
攻の交換科学者が来ていた.基 地の管理,輸 送は軍にゆ
だねることはなく,研究者ペースでまかなわれてお り,
2年間の短期間でこれほど立派な基地をつくったことに
驚いた.夏 は12月末 と3月初の2回 の輸送を通し,5名
の女性研究者を含め多い時では70名ほどになるとい う.
越冬は20名ほど.翌 日,私はポーランドのヘ リコプター
の協力ではじめての空軍基地プレジデントフレイに下 り
たつ,こ の基地はキングジョージ島の西端フィルデス半
島にあり.更にここと100mも離れることな くソ連のベ
リングハウゼン基地が並んでいる.両基地とも気象と通
信を目的とする軍事基地である.プ レジデントフレイ基
地に滞在していたホピアノ教授は昭和基地及びサナエ基
地 との無線通信を試みたが,失敗に終った.
ちょうど約1か 月の南極観測も無事に終え,結 果的に
予想以上の成果があがったと確信している.生物学を専
門としている私にとって.亜 南極の1端 に足を踏み入れ
ることはまた とない機会でもあった.1昨 年,昭 和基地
周辺を訪れ,今 回,両 地域の比較 とい う観点で調査がす
すめられたのも多いに意義があった.
南極を後にして,パ タゴニアの最南端の島.ナ バ リー
ノ島の北部にある軍港プエルトウィリアムス に 入 港 す
る,若 干の蘇類の採集と,郷土博物館を見学する.夕 日
に映えるピコ・ナパリーノの山群をながめながら,再び
この地を訪れることを祈って我々は帰途を急いだ.日 本
への帰国の途中で,ブ エノスアイレスにある南極研究所
のトモ博士と,科学博物館のマッテ リ女史を約1週 間訪
問する,まだ記憶の生々しいキングジョージ島の生物や
基地の生活が話題にのぼ り,なお一層の情報交換を約束
して,私は日本へ向った.
(筆者:生物系資料部門助手)
一1978--1979マクマー ド隊の行動一
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日米共同の胆石探査は,今 年で最終の3年 目を無事終
了することができた.こ れには当研究所から西尾文彦,
白石和行,そ れに昨年度もこの計画に参加 した筆者が,
また.ア メリカからキャンデ ィ,クラウター(ピ ッツバ
ーグ大学),ア ネクスタード(米国航空宇宙局),マルビ
ン(ス ミソニアン天文台)の4名 が参加して行われた.
キャンディはUSA側 のチーフで今回で南極隅石探査3
度 目,クラウターはキャンディの学生,ア ネクスタード
はバード基地で越冬したことのある男,マ ルピンは女性
の陽石研究者である.今年は昨年度多量に阻石の発見さ
れたアランヒルのような阻石集積地帯をみつけることが
最大の目的であった.そ のためスノーモビルによるアラ
ンヒルから北方のモーソン氷河上流にかけての限石探査
と,ダ ーウゥン氷河周辺でのヘ リコプター及び徒歩によ
る贋石探査が計画された.ま た.西尾,ア ネクスター ド
によるアランヒル周辺での限石集積機構解明のための氷
床流動の測定や,氷 資料採集,白石によるドライバレー
ダーウィン氷河地域での地質調査や,筆 者によるドライ
バレー ・アランヒル ・ロス島での古地磁気学用資料採集
なども阻石探査と平行して行われるよう計画された.
10月23日の夜日本を発った我々はシ ド昌一を経由して
ニュージーランド南島最大の都市クライス トチャーチに
予定どお り24日午後着 くことができた.空 港には米国科
学財団(NSF)代 表のシーリッヒと=ユージランド南
極局(DSIR)の ゴーマソが迎えに来てお り,彼等の
案内でクライス トチャーチ最高級のホテル 「ホワイ トへ
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ロ ン」 に泊 る こ とが で きた.こ の 時期 の ニ ュー ジ ー ラ ン
ドは藤 の 花 や パ ンジ ー が咲 き乱 れ る 美 しい 春で あ る.25
日.26日はNSFやDSIRな どにあ い さつ に 行 っ た
り,マ ク マ ー ド行 き の 荷物 の準 備 を し た りして 過 し.27
日午後 に マ ク マ ー ドに 向 け てC-130輸送 機 で 飛 び 発 っ
た.今 年 の マ クマ ー ド基 地 は 水 道 管 の 凍 結 の た め 水 不 足
で シ ャワ ー は週 一 度 のみ,名 物 の サ ウ ナ風 呂 も使 用 禁11二
だ っ た.越 冬 中焼 失 し た教 会 の 跡 には,す で に カマ ボ コ
型 の宿 舎 が 作 られ,科 学 者 や 設 営 を担 当 す る人 々 の 宿 舎
とな り,毎 週 日曜 日 ス ノ ー チ ャペ ル で 行 わ れ て い た ミサ
は,教 会 に代 ってNSFの 事 務 所 シ ャ レー が あ て られ て
い た,
隅 石 探 査 の 第 一 陣 は 筆 者 とア ネ クス ター ドに よ って 行
わ れ た.昨 年DVDPセ ミナ ー で 日本 に来 た カ イ ル とそ
の仲 間3名 が ア ラ ン ヒル か ら北 方 へ地 質 調 査 に ス ノー モ
ビル で 行 く とい う.そ こで我 々 も これ に つ い て 行 き途 中
の裸 氷 帯 で 阻 石 集 積 地帯 の 調 査 を し よ う とい う の で あ
る,出 発 を11月2日 に 決 め て は み た が,マ クマ ー ド基 地
は風 邪 が 大 はや りで,カ イ ル の メ ンバ ー の一 女性 が熱 を
出 して寝 込 ん だ と思 った ら,ア ネ クス タ ー ドもや られ 動
け な くな っ た.さ ら に この 時期 の マ ク マ ー ドは 連 日悪 天
候 で,結 局 出発 で き たの は11月14日だ っ た.こ の 間 一 部
の物 資 を ス ノー モ ビルで80㎞離 れ た マ ー ブル ポ イ ン トま
で海 氷路 運 んだ り,ク レパ ス地 帯 の 歩 行 訓 練 や ス ノ ーモ
ビル で の 走 行 訓練 な どが 行 わ れ た,天 候 の 晴 間 を み て,
ヘ リコ プ タ ーで ア ラ ン ヒル 近 くの キ ャ ラペ イ ス ・ヌナ タ
ー ク(海 抜 約2000m)に行 った が ,連 日 一3⑪～-36℃,
風 が10～15m吹き ス ノ ーモ ビル に よ る広範 囲 な 損 石探 査
は困 難 で あ った,一.・応 バ ッ ツル マ ン ト・ヌナ ター ク近 く
まで 行 った が,残 され た 今 後 の 計 画 や.11月 の 自然条 件
・.譜頼 「べを
㌻,轟 ふゾ 鱒 一{バ 照 ・
"饗 囁蝿.一'呪'.ちtt,'一',
などを考えて,ア ランヒルでの胆石集積地帯の発見だげ
に口的を切り変えた.11月19日カイルのパーティーと別
れた我々はアランヒルの領有集積地帯の風下にベースキ
ャンプを設定 し,ス ノーモビルにU本 製の小型機を付け
て胆石探査を開始した.全 行程2週間のうち,限 石探査
できたのは4・5fiのみで,そ れも雪のちらつ く中での
行動だった.そのため思 うように遠出できずアランヒル
の裸氷帯を一巡することはでなかった.主に昨年度多量
に阻石の発見された地域の周辺を調査した.そ の結果63
個の阻石を発見したが,そ のほとんどは昨年度多量に発
見した地域からのものであ り,新たな集積地帯はなかっ
た,
阻石探査の第二陣は,白 石,キ ャンデ ィ,マルビソ,
クラウターにより,ダーウィンキャンプを基点にして約
1か月間主にヘ リコプターによって行われた.こ の間隙
鉄10個を含む44個の阻石が発見されたが,ア ランヒルの
ような集積地域の発見はなかった.
阻石探査第三陣はダーウィン隊と同じメンバーで約2
週間アランヒルの陽石集債地帯でスノーモビルによって
行われた.こ こでは新たに206個の阻石が発 見 され た
が,全 体に小さく昨年の拾い残 しや,積雪地域の移動に
よって新たに顔を出した明石が多かったものと考えられ
た.こ の206個の限石の中には,西 尾,ア ネクスター ド
により氷床流動測量中に発見されたものも含 まれ て い
る.こ れらの附石はすべて昨年同様汚れないテフロンの
袋に入れてマクマー ドに持ち帰 った.
このように合計310個の鳴石が発見され,… 応の成果
を上げることができたが,当初の目的である新たな限石
集積地帯の発見はなかった.な お310個の内訳は限鉄11
個 ・エイコンドライ ト4個 ・炭素質阻石2個 ・残 りの
393個は普通の石質阻石であった.
今年の領有探査ではU本 製スノーモビルの優秀性が実
証 された.マ クマー ド基地で使っているものは高地 ・低
温になると故障ばっか りで信頼して使えなかったが,日
本製は快調であり,スタイルやスピードの ヒでも勝って
一」h－
■..
へ じ ぞ じ
_竣...・ ㌧
6
極 地 研 二=一 ス30
いたので注目の的だった.ク リスマスの夜にはマクマー
ド基地の地球科学棟に置いていた鍵のない日本のスノモ
ーービルが トラックで盗まれ,翌 日4㎞離れた飛行場で発
見される騒ぎもあった.
西尾,ア ネクスター ドによって行われた氷床流動測定
は1か 月間アランヒルの隅石集積地帯を中心に20㎞の測
量が行われ,限 石集積機構解明の第一歩をふみ出した.
また,白 石は ドライバ レーを中心 とした地域の地質調査
を行い,多数の岩石資料を集めた.筆 者は古地磁気学用
の資料採集を ドライバ レー近 くの標高2000m付近に分布
するビーコン砂岩層を対象に行った.
今年のマクマード隊はアメリカの科学者だけでな く,
ニュージーランドの科学者とも何度か調査や行動を共に
することができた.そ して感 じたことは,ア メリカ人は
巨大な国力にものを言わせ,生 活するための環境を整え
快適なもとで調査研究をする.それに対 しニュージーラ
ンド人は厳しい自然条件に体を合せて限られた装備で研
究するということだった.一般にフィールドワークにお
いて,我 々はアメリカ人よりは勝 っていたが,ニ ュージ
ーランド人にはとてもついて行けなかった.
マクマード基地滞在中二度の大きな航空機事故があっ
た,1つ はソ連の飛行機が落ち,も う1つは我々がよく
乗っていたヘ リコプターが,ダ ーウィン氷河で天候急変
のため墜落したことだった,ソ 連の事故の時はマクマー
ド基地からC-130輸送機が,マ ラジョージナや基地に飛
び,負傷者を乗せてニュージーランドに行くとい うオペ
レーションがあった,マ クマードの事故の場合死者はで
なかったが,我 々のよく知っているパイロットで身近か
な事故だった.これらの事故により南極での航空機運用
の難 しさと国際協力の重要性を痛感 させられた.
(筆者:非 生物系資料部門助手)
シンポジウム報告
一算2回 極域における電離圏
磁気圏総合観測シンポジウム一
昨年にひきつづき,当研究所主催で,2月14日から2
月16日までの3日 間,発 表論文数66,参加者約90名をむ
かえて当研究所講義室において開かれた.
シンポジウムの主眼点は,昭 和51年から3か年計画で
実施されてきた国際磁気圏観測計画(IMS)の 南極昭
和基地を中心 とした超高層物理現象総合観測の成果を発
表,検 討し,かつ将来の南極における超高層観測のあり
方を討議することにある.
今回のシンポジウムでは,昨 年同様ロケ ッ ト,大 気
球,人 工衛星,地 上多点,共 役点観測等,南 極における
IMS観測により得られた成果について論文が発表され
た の と同時 に.新 た にIMS期 間 中 に昭 和 基 地 にお い て
打 ち 上 げ られ た ロケ ッ ト実 験 に よ る成 果を,有 機 的 か つ
総 合 的 に理 解 す る た め に,代 表 的 な4機 の ロケ ッ トを選
び出 し.搭 載 され た プラ ズ マ粒 子,プ ラ ズ マ波 動,地 磁
気 等 す べ て の 機 器 に つ い て の結 果 を 発 表す る こ と に よ
り,地 上の デ ー タ との 比 較 ・搭 載 計 器 相 互 間 の 比 較 や 討
論 を行 うイベ ン トセ ッシ ョンが 行 わ れ た.ま た.将 来 計
画の セ ッシ ョンで は,昭 和57年か ら行 わ れ るMAP(中
層 大 気 国際 協 同観 測)計 画 期 間 中 の 南 極 昭 和 基 地 に お け
る観 測 のあ り方,国 際 協 同 観 測 の 提 案,デ ー タ収 録 ・処
理 シ ス テ ム等 につ い ての 討 論 が 行 わ れ た.
大 変 ハ ー ドな プ ロ グ ラ ムで あ った が,終 始 多 数 の参 加
者 と熱 心 な討 論 が 行 われ た.ま た.2日 目の2月15日 に
は,所 内 の デ ー タ解 析 シ ス テ ム(計 算 機 に よるオ ー ロ ラ
画像 解 析 装 置 とス ペ ク トル 解 析 装 置)の 見学 会 が 開か れ
た.
プ ロ グ ラ ム
1入 射粒 子 とオ ・一口ラ
L　Field-aligned加速 の 観 測 と理 論(ReView)
三 浦 彰(東 大 ・理)
2,　GMSに よ るEnergetic　particleの観 測
長 井 嗣 信(地 磁 気 観 測 所)河 野 毅(気 象 研 究 所)
桑 島 正幸,河 村 譜(地 磁 気 観 測 所)
3.>40kev電子 フ ラ ックス とオ ー ロ ラ　actvity
小 玉 正弘 ほか(理 化 研)
4,>40kev電子 の ピ ッチ角 分 布 とオ ー ロ ラactlVlty
奥谷 晶 子 ほか(理 化 研)
5.地 磁 気 あ らし と太 陽面 現 象
丸橋 克 英,石 井 隆広 雄(電 波 研)
‖ 電 波 と電 流 系
6　.　Electric　F eld　Coup!ing　inthe　Ionosphere-magne・
tosphere　System　　 　 　 　 　 前 田 坦(京 大 ・理)
7.　Field-aligned　current　の 季 節 変 化
藤 井 良 一(極 地 研)飯 島 健(東 大 ・理)
8.　Auroral　Electrojet　と降下 粒 子 分布 の関 係に つ い て
の コ メン ト 上 出 洋 介(京 都 産 大)
9,惑 星 間磁 場 のSudden　southward・tnrningによる地
上 磁 場 変 動 笹村 義 孝(京 都 産 大)
10.静穏 時 の 極 球 電 場
－S-210JA-29とB-5JA-20に よ る観 測
結 果一
小川 俊 雄(京 大 ・理)岩 上 道 幹(東 大 ・理)鮎 川
勝(極 地 研)
11.ロケ ッ トに よ る磁 場 観 測
遠 山 文 雄,青 山 厳,小 松 誠一(東 海 大 ・工)
12.南極 ロ ケ ッ トの 飛 翔 姿 勢
青 山 厳,遠 山 文 雄(東 海 大 ・工)
7
極 地 研
13.地球磁 気 圏 の電 磁 気 的 モ デ ル
井 上 雄 二(京 都産 大)
田 磁 気 圏 内 の 波 動粒 子 相 互作 用
14.　EXOS-B波 動 粒 子 観 測(Review)
大 家 寛(東 北 大 ・理)
15,　EXOS-A衛 星 で観 測 され たVLFエ ミ ッシ ョン
柴 田 喬,芳 野 愚 夫(電 通 大)中 村 良治,伊 藤 富
造(東 大 ・宇 宙 研)
16.南極 圏 に お け る超 高 層 人 工 衛 星 観 測
芳 野 赴夫(電 通 大)福 西浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研)
尾 崎 孝之,岩 瀬 政 之(電 通 大)
17.ロケ ッ ト搭 ・載大 出力 電 子 銃 装 置 を 用 い たactive
　 experiment
佐 々木 進,金 子 修,矢 守 章,八 木 康 之,河
島 信 樹,大 林 辰 蔵(東 大 ・宇 宙 研)
18.昭和 ・み ず ほ 基 地 に お け る ヒス ・ス ペ ク トラ ム の比
較 巻 田和 男(東 大 ・理)
1g,　ELF-VLF　放 射 の 共 役 性
佐 藤 夏 雄,鮎 川 勝,福 西 浩(極 地 研)
20.南極 に お け るD層 電 子 密 度 及 び 衝 突 周波 数 の 測 定
長 野 勇,満 保 正 喜(金 沢大 ・工)木 村 盤 根(京
大 ・工)
N磁 気 圏 内 のULF波 動
2L磁 気 圏 内 のULF波 動(Leview)
林 幹 治(東 大 ・理)
22.第17次観 測 隊 の 昭 和 ・み ず ほ 基 地 のPc1観 測
野 崎 憲 朗(電 波 研)
23.　Comparative　study　of　magnetic　p .type　ulsatiens
　 at　low.and　high-latitudes(1)・pcl　pulsations・
桑 島正 幸,戸 谷 健,河 村 譜(地 磁 気 観 測 所)
24.　Compative　study　of　magnetic　p .type　ulsations
　 at　low.and　high-latitudes(11)-pc　3　pulsations・
河 村 譜,佐 野幸 三,桑 島正 幸(地 磁 気 観 測 所)
25.　A　model　of　magnetic　pi2　pulsations　ba ed　on
　 a　ULF　observation　from　high　and　middle　latitudes
桑 島正 幸(地 磁 気 観 測 所)
26.昭和 基 地 に お け る　Pc5の 周 期 変化 につ い て
斉藤 尚 生,湯 元 清 文,田 村 忠 義(東 北 大 ・理)
27.昭和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ドで の地 磁 気 派 動 の 共 役性
福 西 浩,岩 渕 美代 子,佐 藤 夏雄(極 地研)
28.低緯 度地 磁 気 脈動 と電 離 層
坂 翁 介,飯 島 哲 二,糸 長 雅 弘,石 津 美津 菌も 北
村 泰.・一 (九大 ・理)
Vイ ベ ン トセ ッシ ョン
(1)S-210JA20,21号機 実 験
29.概 括 福 西 浩(極 地 研)
30.VLF自 然 電 波 測 定 器(PWL)
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松尾敏郎,木 村磐格(京 大 ・工)鎌 田哲夫(名大
・空電研)
3L.　HF帯 プラズマ波測定器(PWH)
大家 寛,宮 岡 宏(東 北大 ・理)宮武貞夫(電
通大)
32.電子密度温度測定器(NEL-TEL)
宮崎 茂,森 弘隆,小 川忠彦(電 波研)
33.rv'r・測定器(HSH)
和田雅美,今 井 喬,小 玉正弘(理 化研)
34.地磁気姿勢計(GA)
青山 厳,遠 山文雄(東 海大)
35.まとめ 福西 浩(極 地研)
〔2)S-310-JA1,2号機実験
36.概 括 木村盤根(京 大 ・工)
37.VLF自然電波測定器(PWL,　PWL-PFX)
松尾敏郎,木 村磐根(京 大 ・工)鎌 田哲夫(名 大
・空電研)鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)林 幹治
(東大 ・理)
38.HF帯プラズマ波測定器(PWH)
大家 寛,宮 岡 宏(東 北大 ・理)宮 武貞夫(電
通大)
39.電子密度温度測定器(NE-TEL)
宮崎 茂,森 弘隆,小 川忠彦(電 波研)
40,電子温度測定器(TEL)
小山孝一郎(東 大 ・宇宙研)木 村盤根(京 大 ・工)
4L粒 子測定器(ESH)
竹内 一,小 玉正弘(理化研)
42.粒粒r測定器(ESL)
久保治也,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研)
43.粒子測定器(ESM)
松本治弥,賀 谷信幸(神 大 ・工)
44.地磁気姿勢計(GA)
青山 厳,遠 山文雄(東 海大 ・工)
45.まとめ 木村磐根(京 大 ・工)
M極 域電離層
46.極域電離層の問題点　(Review)
高橋忠利(東 北大 ・理)
47.極域オゾンのロケット観測結果
渡辺 隆(筑 波大 ・物)岩 上irf幹,小川利紘(東
大 ・理)中 村正年(筑波大 ・物)
48.極域電.雑題,窒 素族微量成文の観測
一降下粒子の影響一
岩上直幹,小 川和絃(東 大 ・理)近 藤 豊(名 大
・空電研)
49.S-210-JA29他による電離層プラズマの観測結
果 宮崎 茂,森 弘隆,小 川忠彦(電 波研)
50.南極 ロケットによる極域電離層電.f密度の言1'測
8
極 地 研
高橋忠利,大 家 寛(東 北大 ・理)
5L太 陽硬X線 の地球大気による拡散
小倉紘一(日 大 ・生産工)小 玉正弘(理 化研)
52.大規模TIDの 水平伝播速度の拡散について
前田佐知子(京 大 ・理)半 田 駿(東 大 ・教養)
19将 来計画
(1}MAP(中層大気国際協同観測)関係
53.極域中層大気力学の問題点と観測への要請
広田 勇(京大 ・理)
54.南極における中層大気の観測計画
福西 浩(極 地研)
55.南極におけるライダー観測の計画
藤原玄夫,北 村泰一(九 大 ・理)
56.極域大気組成の分光観測
小川俊紘(東 大 ・理)
57.昭和基地にかけるT[ROS-N受 信計画
田中信也(電通大)
② 磁気圏関係
58.極域における磁気圏観測への要請
西田篤弘(東 大 ・　fT　ili研)
59.　Shaped　charge　によるBa発 光雲の観測
中村純二(東 大 ・教養)
60.　ASE　(Artificially　Stimulated　Emission)実験の
現状と展望 鶴田浩一郎(東 大 ・宇宙研)
61.北極圏における日 ・ス国際共同バルーン・ロケット
観測計画
鎌田哲夫,石 川晴治(名 大 ・空電研)小 玉 正 弘
(理化研)伊 藤富蔵(東 大 ・宇 宙 研)福 西 浩
(極地研)
62.　Magsatにおける磁場計測
福島 直(東 大 ・理)
(3)その他
63.昭和基地設置電算機によるデータ処理システム
藤井良一(極地研)
64.衛星を利用した極域でのデータ収録
芳野赴夫(電通研)
65.南極における環境放射線の観測計画
小玉正弘(理化研)
一算4回 南極隅石 シンポジウムー
2月21・22日,南極領有シンポジウムが,当研究所講
義室において開催 された.第4回 ともなると,すっか り
定着 した感があ り,国内の阻石研究者が一堂に会する場
として.こ のシンポジウムの果たす役割は大きなもので
あろう,
発表論文は26編,参会者は延べ60名に及んだ.内 容は
阻石の採集とその後の処理,分 類 と岩石学鉱物学,宇 宙
9
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化 学,物 性 な ど,大 きな 問 題 か ら細 か な 問題 ま で 多 岐 に
わ た った.今 回 は 初 め て海 外 の 研 究 者 と し て,　NASA
のDr.　Gibson,メリー ラ ン ド大 の　Dr.　Ponnampeiuma
を迎 え た.　Gibson氏紹 介のNASA　 の 大掛 か りな 処 理
施 設は,参 加 者 の 度 肝 を 抜 い た.
総 合 討 論 で は,ま ず,各 分 野 か ら コ メ ン トが 寄 せ られ
た.分 類 作 業 を強 力 に推 進 す る こ と,そ の た め の組 織づ
く り,配 分 方 法 が や は り陽 石 研 究 者 の 関心 事 で あ る.昨
年 も同 じ こ とが 問 題 とな った が,今 年 は実 際 に 分 類 した
結 果 生 じた 問 題 が 明 確 に な り,よ り具体 的 な対 策 が 求 め
られ た.集 積 機 構 に 関 して,氷 河研 究 者 の参 加 が1名 に
と ど ま った の は 寂 しい とい う声 も きか れ た.ま た,隅 石
自身 の 問 題 の み な ら ず,周 囲 の 大陸 氷 の化 学 や,風 化 作
用 な ど,南 極 とい う特 殊 な条 件 下 に存 在 す る明 石 に まつ
わ る研 究 の推 進 が強 調 され た.
プ ロ グ ラ ム
1.1978～1979年度 西南 極 除 石探 査 報 告
西尾 文 彦,船 木 実,白 石和 行(極 地 研)
2.　Antarctic　meteorite　processing　a dcuration　at
　 Johnson　Soace　Center,　Houston,　Texas
　 　　 E.　K.　Gibson,　Jr,　D.　D.　Bogard,　J.　Annested
　 　 　 (NASA)
3.カ タ ロ グ作 成 の た め の や ま と一74,75阻石 の 再検 討
武 田 弘(東 大 ・理)矢 内 桂 三(極 地 研)池 田幸
雄(茨 城 大 ・理)　M　B.　Duke　(NASA)宮 本 正
道(神 大 ・理)
4.南 極 産 や ま と阻 石 の 分類(D
松 枝大 治,加 納 博(秋 田大 ・鉱)矢 内桂 三(極
地 研)
5.2,3の や ま と隅 石(コ ン ドラ イ ト)の 分 類 と記 載
岩 石岩
木 村 真(北 大 ・理)八 木 健 三(北 星 学 園 大)
大 沼 晃助(北 大 ・理)
6.南 極 産 の ユ ニ ー クな エ コ ン ドラ イ トにつ い て
武 田 弘(東 大 ・理)石 井 輝 秋(東 大 ・海 洋 研)
矢 内桂 三(極 地 研)
7.ミ 平 衡ミ コ ン ドラ イ ト,Yamato74190.74354,
74362,74115,74646の岩 石学 的 研究
永原 裕 子(東 大 ・理)
8.=平 衡 ミ コ ン ドライ トの岩 石学 的 研 究
一 そ の非 平 衡現 象 につ い て 一
永原 裕 子(東 大 ・理)
9.や ま と74442隅石 の岩 石学 的 研 究
池 田 幸 雄(茨 城 大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)
le.　や ま と一75小限 石 及 び や ま と一74小 コン ドラ イ トの
鉱 物 学
宮 本 正 道(神 大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)矢 内
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桂 三(極 地 研)松 本 径 夫(長 崎 大 ・教 養)
11,や ま と陽 石(Yamato7308)の斜 長 石
諏 訪 兼位(名 大 ・理)八 木 健 三(北 星 学 園 大)
12.ヤマ トコン ド ライ ト(74354)の融解 実 験
久城 育 夫.永 原 裕 子(東 大 ・理)B.　O.　Mysen
(カー ネ ギ ー研)
13.やま と阻 石 中 の 希土 類 元 素
増 田彰 正,中 村 昇.清 水 洋,和 気 坂 健(神 大
・理)
14.　A　survey　of　total　carbon　and　sulfur　abundances
　 in　Antarctic　Meteorites
K.　Gibson,　Jr　(NASA)矢 内桂 三(極 地 研)
15.コン ドル ー ル とマ トリ ッ クスの 化 学 組 成
小 沼 直 樹,西 田憲 正,大 塚 芳 郎(筑 波 大)
16.南極 限 イiの希 ガ ス 同位 体 研 究
高 岡宜 雄,長 尾 敬 介(阪 大 ・理)
17.　Yamato隅石及 びAl|ende隙石中 のMg同 位 体比
測 定 西村 宏,岡 野 純(阪 大 ・理)
18.　Sm.Nd　and　Rb-Sr　isotopic　systematicsof　Yamato
　 meteorites
中 村 昇,増 田彰 正(神 大 ・理)立 本 光 信(米 国
地 質 調査 所)
19.南極 阻 石 中 の宇 宙 線 生 成 放射 性 核 種 と　Radiation
　 History
今 村 峯 雄(東 大 ・核 研)本 田雅 健(東 大 ・物 性 研)
西 泉 邦彦,　J.　R.　Arnold　(カリフ ォル ニ ア大)
20.　Metal]ographic　roperties　of　Antarctic　Iron　me.
　 teerites
R,　M,　Fisher　(スチー ル 研),永 田 武(極 地 研)
21.　Yamato隅石 の 熱的 性 質
松 井 孝 典,大 迫 正 弘(東 大 ・理)
22.南極 産Achondriteの磁 気 的性 質
船 木 実,永 田 武(極 地 研)
23.石質 陽 石 のFusion　Crust残留磁 気
永 田 武(極 地 研)
24.石質 隅 石 の 磁 気 的 分 類(N)
永 田 武(極 地 研)
25.領有 残 留 磁 気 と原 始 太 陽 系 磁場
永 田 武(極 地 研)
26.総合 討 論 座 長 永 田 武(極 地 研)
ユ、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、τ
デー タ処理 セ ンタ ーだ よ り
12月:200VFII.1|1月:180時間
2月:89時 間3月:107時 間
2文 献検索の出力修正
TSS端 末を用いた文献検索システムは該当文献を簡
便に探すことを可能にしっっも,巻号の部分の表示が不
一卜分でこれまで利用者に不便をかけてきました.今回こ
れを修正するとともに,図 に示す ように,文献の発行年
月,巻号,頁 を一個所に集め見やす くしました.ま た,
該当文献のアブス トラクトが磁気テープに入っており,
共同利用に供しています.利 用した場合は,デ ータ解析
資料部門にお問合せ下さい.
なお,文献の蓄積数は,1月25日及び4月24日に新デ
ータが加えられ,21257件になる予定です.
7号c)fit)1L7E-19?377S`)5EENG3REF
τ1と・E・IOTE　O[」　NEL"　A「1了ARCＴIC　IFtC4N　blE了EORITES
FC≡TCIKYO.　NAT工eNAし工NST工TUTE口F　PgLAR　RESEARCH.　MEMOIRs
Fり:、ト:ウTH!1楯
AU,・FISHER.　.R.M.　 .　60LDS了E;N.」.工.
NAGATAレτ.
OA≡7SO2　.　VL=SFECIAL　ISSUE卜io.S.P.260-2e3
3　VTR画 像を計算機へ
VTR画 像解析装置を新しく増設しました,こ れによ
りVTRか らの映像信号を画像解析装置に取 り込むこと
ができるようになりました.
本装置は,ビ デオ信号を信号変換型蓄積管の蓄積面に
蓄積,静 止画 として記憶し,それをビデオディジタル変
換装置によってディジタル値に変換します.デ ィジタル
化 されたデータは,従来の画像処理システム中のプログ
ラマブル1ユ ニット　(PCU)の指令により,イメージ
プロセッサを経由し,PCUに 転送されるので,従 来の
画像解析サブルーチンを適用 し,種々の処理を行 うこと
が可能となります.
なお,本装置の導入に伴い,「画像処理システム利用
の手引」第2章 の画像入出力操作法に,21」干の変更と追
加がありますので,画像処理システムを利用する場合は
データ解析資料部門にお問合せ下さい.
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職 員 異 動
4月1日 岩山安成(前文部省社会教育局視聴覚教育課
課長補佐)管理部長に昇任
松原尚躬(前文化庁東京国立文化財研究所庶
務課長)管理部会計課長に配置換
吉野懸彦(前管理部長)佐賀大学経理部長に
配置換
大森清二(前会計課長)静岡大学経理部経理
課長に配置換
1使 用状況
昨年の12月から今年の3月 までの月別計算機使用時間
は次の とおりでした.
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レ来 訪 者 く
3月22日 ハ イ タ ック ユ ーザ ー研 究 会 約100名
2月27日～3月1目 　 Dr・　Ungstrup,　E.　(オン グス トラ
ップ博 士)デ ン マ ー ク宇 宙 空 間 研 究 所
3月5日 ～5月9日 　 Dr.　Gokhberg,　M. (ゴッ クベ ル
グ博 士)ソ 連 科 学 ア カデ ミー地 球 物 理 研 究
所
3月8日 ～9日 　 Dr・　Orr,　D.　(オール 博 士)ヨ ー ク大
学 物 理 学 部 門
3月10日　 Dr・　Hughes,　W.　J.　(ヒュ ース 博 士)ボ ス ト
ン大 学 天 文 学 部 門
3月16日　 Dr・　Davis.　T・N.　(デェ ィ ビス博 士)ア ラス
カ大 学 地 球 物 理 学 部 門
〃Dr.01son,J.V.(オ ール ソ ン博 士)カ ナ ダ
ァ ルパ 一 夕大 学 地 球 惑 星 物 理 研 究 所
3月17日　 Pro・　Parks,　G・　K・　 (パー クス 博 士)ワ シ ン
トン大 学 地 球 物 理 学 部 門
〃　 Dr.　Fraser,　B.」.　(フレ ーザ ー博 士)オ ー ス
トラ リア ニ ュー カ ッス ル 大 学物 理学 部 門
〃　 Pro.　Tschu　Kang-Kun　(朱嵐 毘)北 京 科学
院 地 理 物 理 研 究 所
〃　 Mr.ShinMei・Kwang　(史美 光)同 上
〃　 Mr.　An　Zhen・Chang　(安振 昌)同 上
〃　 Dr.　Anger,　C.　D.　(アン ガ ー博 士)カ ナ ダ
カル ガ リー大 学物 理学 部 門
3月19日～20日　 Dr・　Gendrin,R・　(ジャ ン ドラ ン博 士)
フ ラ ンス 国 立 中 央電 気 通 信 所地 球 惑星 大 気 研
究 部 門
3月19日～31日　 Dr・　Troitskaya,　V.　A.　(トロイ ツ カ
ヤ 博 士)ソ 連 科学 ア カ デ ミー地 球 物 理 研 究 所
3月22日～23日　 Dr・　Ver6.　J・(ベロー博 士)ハ ン ガ リ
ー科学 ア カデ ミー地 質 ・地 球物 理 研 究 所
〃　 〃　 Dr　Sutcliffe.　P.R(サ トク紗 フ博
士)南 ア 八 一 マ ナ ス地 磁 気 観 測 所 一
3fi23日　 Pro.　Cole,　K.　D.　(コー ル博 士)オ ース トラ
リァ ラ トロー ベ 大学 宇 宙 空 間物 理 部 門
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第19次,第20次隊 月例 報告
〈54年1月 ・2月 〉
2月の初めは晴天が続いたが,その後曇天が多く,8
日から9日にかけて2月 としては最大級のブリザードに
見舞われた.
1月6日にS-16へ旅行隊を送りこみ,　Al点検,み
ずほ基地引き継ぎなど予定 どおりの仕事を終え27日に第
19次隊全員が昭和基地に帰投した,
2月1目に第19次隊より第20次隊へと昭和基地の運営
業務が引き継がれた.
8日 ・9日のブリザードのためにセスナ185型飛行機
が破損した.20日に越冬が成立し,夏期作業及び越冬準
備作業は予定 どおり終了した.
観測報告
方探観測は1月初め終了し,ア ンテナは取 り壊 わ し
た.1月 末新たなテープレコーダー,タイムコー ドジェ
ネレーター(TCG-1000)をセットし大型デルタルー
プアンテナにより観測中.VLF観 測は,強 度のコーラ
スを4回,中 程度を2回記録した.2月2日 から5日 ま
でかすみ岩の地質調査を実施した.17日より鉱物資源調
査を中心にオングル島及び周辺の地質精査を始めた,
人工地震観測は1月14日オングル海峡 海 面 下 で,ま
た,1月23日S-48のボーリングによる深さ63mの氷床
下で.それぞれ　1tonと600㎏のダイナマイ トを爆破さ
せ,S-16から内陸に5㎞おき10点に設置された地震計
をもって行われ,貴 重なデーターを得た.
設営報告
燃料消費内訳 単位 ¢
区 分
1月
一.
コ
2月|
!
消費量 残 量 消費量
　
残 量!
|
普 通 軽 油 17,026432,53810,134552,404
灯 油 2,90325,8012,94082,861
SM50S(雪上車)3号,4号.KC40雪 上車31号.
32号の組立が完了した.地 学棟の内装も完了した.
セスナ185型飛行機は2月2日 昭和基地へ飛来,5日
から7日 に慣熟し偵察観測を実施したが,ブ リザー ドに
よる破損のために21日ス リングによってふじへ収容され
た.
みずほ基地では,みずほタワー及び地上にセンサーを
設置し,2月20日にみずほPOLEX棟 内の記録部の設
置 も完了して連続観測を開始した.雪 氷物品庫と非常口
の間に新装備庫を造 り始めた.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statiens)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(。C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(。C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　　 　 　　 　　 　　 sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)
(mb)
平 均 相対 湿 度(Mean　relative
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・10分間平 均(Max　 wind
　 　 　 　 speed.　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最大 風 速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Nurnber　of　clear　days)
昭和基地(Syowa:89532)
1月(Jan.)
一 〇.4
十9.1
一8
.2
989.7
4.0
67
3.2
2月(Feb.)
-3 .3
十2.7
一18.2
987.2
3,0
62
6.1
23.1(2,ENE)35.0(9,NE)
29.0(2,ENE)44.8(9,NE)
6.5
6
7.9
0
み ず ほ 基 地(Mizuho:B9544)
1月(Jan,)
-17,6
一4 .8
一28.7
738,5
7.9
22.5
2月(Feb.)
-24,2
一14 .6
一39
.9
736.0
9.5
21.6(8,E)
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1t
i雪 震 は悪魔があ とから追いかけて くるものと思うのか,弍 ミ
il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この音が起ると,恐ろしがりとびだすのである(世界最j
l.悪 の旅).」・の種の雪震曙 面下聞 華再酬 ・よ・て}
1形 成された.し もざらめ雪がガサガサに重なっていて,ミ
1'積 雪層のあいだに間隙ができているとき,上の積雪層が{
1一 鶏潔㌶㌫1ご讐賢濃墨躍ミ 　 ニ
{7気 温の降下に応 じて雪面が冷やされて起る積雪層の熱奴 ミ
地 が位 置 す る南 極 氷 床 上 の 高Pt2,eoem付近 で は.一 年
中 ヵ タバ 風 が 吹 いて い る.雪 面 は風 に よ って硬 化 しテ ラ{{
、1テ ラ に磨 か れ た雪 原 が 存 在 す る.雪 面 に は み み ず ば れ の
,み ず瞳 地で酬 さ批 雪震 の記録 よ うな クラ 。クが 縦 横 に 走 。て い て,サ ー?ル ク ラ 。ク1
≡ 雪震(、。。。,。、k,)と賭 齢 。.,,9/、m・以下蝋 と呼ばれ・・る,みず・醜 周辺・硬化・た鱈 層、気
1質(雪)が 纐 す現 象・あ・,・・・… 碇 義・ 温が下がるととも・雪温も下甑 鱈 層・収縮す・・1
ξ て お こ う.こ の ため 積 雪 層 に熱 応 力 が 発生 し,こ の 熱 応 力 が積 雪 の
≡ 繭 大輪 床の敷 地に足を踏みいれた鰍 隙 譲 引張纐 搬 纏 えるとき、.雪震の起。ている。とが融
《'
ミ然激しい轟音と地震のような揺れを感 じるのをたびたび 測結果から明らかになってきた.積雪層がある体積にわ
1鰍 している.輔 徽 記を読むと嚇 、.雲霞の謎 を た。て醒 するために雪面にはサ.マ 、レクラ。クという 》
1発 見する。とができる,「今年は じめて表駒 雪が髄 割浦 幌 生し,・の餉 雲霞が起る氷床麺 に織 的
≡ たてて沈下するのに出あったが,今 日のはとくに大 きか な雪面状況を示してお り積雪層が形成される過程を反映1
く 三
}っ た.昼 食 の と き の は 二 度 と も 数 秒 も つ づ い た.犬 ど も し て い る と 考 え ら れ て い る.を
ξ`
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